




















「孔雀茶屋」は有名だが、同様の茶屋が江戸の上野や浅草、京都では祇園や清水寺前、名古屋は若宮八幡前 いった各地に存在し、人気を博したという。その背景に 、珍しい動物 見 い いう好奇心とともに、舶来動物が本来の出生地に関係 く「西方」 「天竺」と結びつけられ宣伝されたこと ら、その御利益にわずかでもあやかりたいという人々の願 も関係しているのだろう このようにして、それまで文献や 物画でしか知られ なかった孔雀を 一般の人々も目の当たりにすることができるようになった。
さらに、 「孔雀」は瑞鳥として、また、その華やかさから、文様

























































































































































































































































































いたものの、 主人 見離されるという状況 お て 「韋令公の孔雀」に類似している。しかし、第十五「毛羽
　
初めに異ならず」という









































































たり、大きな影響を与えたことは明らか ろう。前述したように、孔雀の性質を描いた第一、二句「五歩に一たび影を顧み／十歩に一たび尾を顧みる」は、白居易の詩 踏まえたも であり 同時に、『荘子』を念頭に置いていたことだろう。孔雀が「珠玉」で造られた籠で飼育され、 「稲梁」を与えられていたという状況 また、白居易の詩の「籠下の鶏」や「池中の雁」を連想させる。 「鶏」や「雁」は、 「既に稲梁の恩有れば／必ず犠牲 患ひ有り」 何らかの犠牲を伴うことが指摘されているように、南海 描く「孔雀」もまた詩の冒頭では、主人の寵愛を頼みとす 不安定な生き方であった しかし、結び 「寧ろ野田の雉 為らん と、野生 雉 ような、本性に適った生き方を望ん いる。
ただ、白居易の詩では誰に頼ることもなく、野で自由に生きる































































































































一経」は、いくつもある経書のうち、一つだけを守ること。 『史記』楽書に「一経に通ずるの士、独り其の辞を知ること能はず」 ある。「営営」は、あくせくと働くさま。 「方円」は、四角いものと円いもののことで、 合わないものを指す。 「謗誉」は、 そしりと誉めるの意。「轟轟」 は、 大きな音が鳴り響くさま。 「厳譴」 は、 厳重なとがめ。 「窮荒」は、荒れ果てた地。南海は不行跡によって和歌山城下追放の処罰を受け、那賀郡貴志荘長原村（現、和歌山県紀の川市貴志川町長原）に謫居させられたことを指す。この詩の前半に描かれているように、木下順庵の門下との華やかな交流を謳歌した南海であったが和歌山での生活は性に合わなかっ ようである。こ 点について、日野龍夫氏は、南海が和歌山に馴染めな った背景を、 「和歌山土地柄の問題 はなく、青春そのも であった江戸の地から引き離されたこと、儒業 たずさわること 意欲をかき立てられな っこと、むしろそれが自分 心 偽 仕事 ようにさえ感じたことによるもの」と推測し、処罰の意味を次 ように説明している
書生時代の満々たる客気をそのまま持ち込んできた南海は、意
― ―41










































































また、 南海詩の引用 『南海先生文集』 （ 『 集日本漢詩』一・汲古書院）
『木門十四家詩集』 （ 『詞華集
　
日本漢詩』九・汲古書院）による。南海詩
の訓読は、主に菅野禮行・徳田武校注・訳『日本漢詩集』 （新編日本古典文学全集
86〈小学館・二〇〇二年刊〉 ）および山本和義・横山弘注『服部
南郭
　
祇園南海』 （江戸詩人選集３〈岩波書店・一九九一年刊〉 ）によった。
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